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１．はじめに

　旧東ドイツでは，1965年に制定された統一社会
主義教育システム法（Gesetz über das einheitliche 
sozialistische Bildungssystem）１の中で，義務教育下
の教育施設として幼稚園が設定され，３歳から義務教
育が始まるまでの，特に就労している母親や大学生の

母親の子どもを含むすべての子どもが，健康で社会的
に育てられ，集団生活の中で朗らかで幸せな生活が送
れるよう，また，義務教育に向けての準備ができるよ
う，課題が設けられた。そして，その課題が実現され
るように，1967年に日本でいう「幼稚園教育要領」に
該当する「幼稚園のための陶冶と訓育プラン」２がド
イツ民主共和国３の国民教育省から発行された。当プ
ランは，旧東ドイツ地域全体において法的拘束力を持
ち，各幼稚園はプランに従って教育内容や方法を進め
ていった。また，当時の教育は旧ソ連の教育理論や方
法を参考にしながらも，大学の教育者などの研究者グ
ループによって独自の教育内容や方法が検討・確立
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されていった。幼児音楽教育においては，S. Bimberg
などの音楽教育者を中心に，幼稚園での音楽課業を中
心とした教育内容や方法が検討され，幼稚園教師に向
けての提言が示され，その状態は1990年のドイツ再統
一まで続いた。再統一後，実質旧東ドイツは旧西ドイ
ツ側に吸収され，それまでの教育制度や教育内容につ
いては全面的に廃止される形となったが，近年研究者
らによって旧東ドイツの教育が，再評価されている。
ドイツ本国では，D. Hoff mann ら（1994）４によって，
東西ドイツ出身の教育者による論文が収集され，それ
らを教育理論の視点から評価する研究が行われた。そ
の他にも教育理論，教育実践など様々な視点から研究
され，高く評価されている傾向にある。わが国でも，
吉田（2011）５が教授学研究の視点から，ドイツ再統一
後に東ドイツ教授学が理論的に，そして教育実践の視
点からどのように評価されてきたのかを明らかにして
いる。音楽科教育に関しても，B. Fröde ら（2002）６

によって多様な視点からの研究が進められているが，
幼児音楽教育に関しての研究は希少であり，その概要
を明らかにしていくことによって，音楽教育の在り方
について探るうえで価値があると考えた。
　本研究の目的は，旧東ドイツ時代の幼児教育におい
て，音楽や音楽教育がどのように捉えられ，音楽活動
が設定されていたのかを明らかにしていくことをとお
して，音楽教育の在り方について示唆を得ることで
ある。研究方法は，「幼稚園のための陶冶と訓育プラ
ン」と幼稚園教師のために書かれた指導書『幼稚園の
音楽』７を概観した後に，それぞれの音楽活動内容と
指導上の課題について検討していく。「幼稚園のため
の陶冶と訓育プラン」は国レベルで作成され，東ドイ
ツの幼稚園における教育の課題，課業内容やその方法
が提示されている。また，『幼稚園の音楽』は，「幼稚
園のための陶冶と訓育プラン」に沿った音楽課業での
指導を行うための詳細な実践内容や方法について記さ
れ，当時の幼児音楽教育に大きく影響を与えているこ
とが推測できる。これら２つの資料から音楽活動に課
せられた課題と幼稚園教師による指導方法に焦点を当
てて検討していくことで，旧東ドイツの幼児音楽教育
の特徴を掴むことができると考えた。

２．「幼稚園のための陶冶と訓育プラン」
の内容

　「幼稚園のための陶冶と訓育プラン」では，年少，
年中，年長のグループごとにそれぞれの内容が示され
ており，それらは「幼稚園生活の形成」と「課業内容」
とに大別される。「幼稚園生活の形成」は，「遊び」，「仕

事」，「課業」，「課業間の休憩」，「身体ケア」，「食事」，「昼
寝」，「散歩」や「祝祭と式典」の課業を含む８項目に
分類され，幼稚園での日課や行事について述べられて
いる。「課業」（Beschäftigung）は，「母国語」，「体操」，「社
会生活の紹介」，「子ども文学の紹介」，「自然の紹介」，

「量の紹介，長さ，幅，高さの比較」，「お絵かき，スケッ
チ，形成，建築，工作」，「音楽」の８領域に分類され
ている。各領域の活動は，課業時間内に限らず，上述
した「幼稚園生活の形成」の各項目と結びつき，日課
のどの形態の中でも実現されるよう，つまり，子ども
がそれらの活動を自主的に実生活に取り入れることが
できるよう，幼稚園教師は当プランを基に，個々の子
どもや年齢による発達の差異を考慮に入れて，責任を
もって活動計画を立てることが求められた。
　音楽領域では，子どもの音楽に対する喜びや興味を
活発な活動を通して高め，子どもの音楽能力を年少グ
ループから計画的，体系的に成長させ，子どもの創造
的な自発性，自立，積極性を促進させることを課題と
した。また，音楽を通して，子どもに自分自身を集中
させ，感情をコントロールし，社会の中でお互いを思
いやることが目指された。集団での歌唱，音楽聴取，
音楽に合わせて動くなどの活動を通して，子どもに喜
びが与えられた。そして，幼稚園生活の中に芸術的に
形成された日課を組み入れることは，美に対する感情
を育て，子どもの生活を豊かにすると捉えられた。さ
らに，集団での音楽活動が，子どものグループ内での
雰囲気を和やかにし，子どもたち同士および，子ども
と保育者の相互の絆を強め，望ましい性格と態度への
成長を促進すると考えられていた。
　音楽領域で行われるべき活動内容は「歌唱」「音楽
聴取」「音楽に合わせて動く」という３観点から提示
され，それぞれの活動の中でその活動内容を年齢や時
期に合わせてどのように発展させていくのかが記され
ている。「歌唱」では，後述するメロディーグループ
１～６を中心に，伝承歌と新曲の中から選曲され，歌
詞とリズムの結びつきや正しい発声の仕方，内容に
合った表現力が身につくこと，「音楽聴取」では，環
境音や楽器の音を聴いて音の区別をし，歌曲や器楽曲
を聴いて強弱や速度，音型をより詳細に認識できるよ
うになること，「音楽に合わせて動く」では，手拍子
や歩いたり走ったりすることを通して，拍節感，音符
の長さやリズム感を身につけることで，音楽に適した
体全体の動きや楽器などを演奏する細やかな動きが伴
うことを目標としている。
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３．指導書『幼稚園の音楽』の概要

　指導書『幼稚園の音楽』は，旧東ドイツの「幼稚園
のための陶冶と訓育プラン」が公布される前年の1966
年に，Volk und Wissen Volkseigener 社より出版さ
れた。本書は，「すべてのドイツ民主共和国の幼稚園
教師が「幼稚園のための陶冶と訓育プラン」８の音楽
教育における課題を克服するための手助けとして執筆
された」と述べられている。「幼稚園のための陶冶と
訓育プラン」が公布される１年前でありながら，既に
プランの内容を著者らは知っており，教育実践の場で
プランに沿った指導を行うにあたって生じると予測さ
れる課題について，策を講じていたのである。
　本書は表１で示すように，全15章にわたって複数の
著者によって執筆されている。著者らは，「大学音楽
学研究科教授」「教育研究所科学研究員」といった音
楽学や音楽教育を研究し指導している者，「教員養成
研究所音楽専科教師」「幼稚園教師教育学校音楽教育
グループ長」といった幼稚園教師養成という分野で音

楽を専門に教鞭をとっている者，「区域民芸術学校校
長」「音楽教育家」「ダンスグループ長」「幼稚園園長
/ 教師」「一般教育総合技術学校音楽専科教師」といっ
た子どもに直接音楽の指導をしている者など，その職
業が３つに大別される。幼稚園での音楽活動とその指
導について理論的に解説し，幼児の音楽的成長段階や
特性を考慮した実践例を挙げ，幼稚園教師の理解と実
践能力に役立てることを目的としていたため，様々な
立場からの幼児音楽教育への知識と実践経験が必要で
あったのだろう。
　全15章のうち，１～２章では，幼児期の音や音楽と
の関わり方，社会主義国の幼稚園で行われるべき音楽
教育，またその意義について述べられている。３～６
章では歌唱と歌曲，７～８章では音楽に合わせたリズ
ム運動とダンス，９章では楽器演奏，10～11章では音
楽聴取について，それぞれ理論と実践方法がまとめら
れている。これらは，幼稚園で行われるべきとされる
音楽活動の内容であるが，「幼稚園のための陶冶と訓
育プラン」で示されている活動内容（「歌唱」，「音楽

表１　指導書『幼稚園の音楽』の構成内容と著者

1 Erika Herrmann

2 Siegfried Bimberg

3 Fritz Bachmann

4 Christel Neumann

5 Siegfried Bimberg
6 Otto Preu

7 Eva Smolik

/ Heinz Hermann Gerhard

8 reyeMannahoJ

9 hcsuPeslI

10 nnamueNletsirhC
11 Johannes Hanspach

12 relmmeRdirgiS

13 niffaLhtebasilE

14 niffaLhtebasilE
15 Siegfried Bimberg

*Musik im Kindergarten S.291-295
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聴取」「音楽に合わせて動く」）と整合性があるといえ
る。なぜなら，楽器を演奏するにあたってはリズム感
が必要であり，音楽に連動した動きが求められる。ま
た楽器演奏は，歌唱の際の伴奏や前奏，後奏として用
いられるという役割があり，自身が出した音，歌声を
聴きながら演奏しなくてはいけないからである。「楽
器演奏」は前述のプランに示されていないものの，「歌
唱」「音楽に合わせたリズム運動とダンス」「音楽聴取」
のそれぞれすべてに関わっている音楽活動であるとい
える。続く12～14章では，これらの音楽活動が幼稚園
児の日常生活においてどのように取り入れられるべき
なのか，15章では幼児に音楽を教えるにあたって，必
要最低限の音楽知識についてそれぞれ示されている。

４．指導書『幼稚園の音楽』の内容

　本章では，指導書『幼稚園の音楽』で述べられてい
る音楽活動の４領域である「歌唱」，「音楽に合わせた
リズム運動とダンス」，「楽器演奏」，「音楽聴取」につ
いて，それらが音楽教育の中でどのように捉えられて
いるのか，そして，その活動の目標や，指導するため
に保育者が考慮するべきことなど，それぞれの特徴に
ついて検討していく。

４－１．歌唱
　旧東ドイツの幼稚園の歌唱活動では，子どもの成長
に合わせた幼児歌曲が歌われる。幼児歌曲を含むすべ
ての歌は，歌詞だけではなくメロディーからも歌の内容
が伝えられる。歌唱において，その両方を統合させて
表現するべきであり，歌の内容を知り表現することを通
して，子どもは歌の内容を追体験する機会が与えられ
ると考えられていた。文学的な詩で描かれている現実
を，歌を通して理解し想像して追体験することで，子
どもには「感情豊かで理性的な人格の構成要素」が生
じる。このことは，社会主義的社会に適合した若者を
育てるという旧東ドイツの教育課題に対しても，非常に
重要なことであった。つまり，社会主義的社会の現実を，
歌を通して体験することで，社会主義的社会に適合し
た人格が形成されるということである。そのため，歌の
選曲は幼稚園教師にとって重要な仕事であった。古く
から親しまれてきた子ども向けの民謡に加えて，新しい
社会についての歌が歌われる必要があったが，子ども
に適した歌が少なかったため，当時の作曲家が新しく
子どものために作曲することも多々あったという。
　それでは，子どもの歌唱活動はどのように捉えら
れ，どのような目標を掲げて教育されようとしたのだ
ろうか。当時は，「人間としての音楽文化の基礎が作

られるのは就学前の年齢であり，この時期に子どもの
歌唱能力と歌唱技術が成長し，表現豊かな演奏が行わ
れる」９と考えられていた。そのため，①課業の歌唱
活動やそれ以外の時間に，子どもが積極的に自立して，
或いは保育者の力を借りて歌うこと，②音の正誤，音
の高低や長短について正しく判断し，自分が歌ってい
るのをよく聴き，間違いを訂正する練習をすること，
を目標に指導される必要があった。これらの目標が達
成されることで，子どもの歌声は，「自然な子どもら
しい歌声に形成され，声域が固定され広がり，音程を
持たず呟くような歌声で歌うことが克服される」10と
考えられていたためである。子どもを指導する上での
中心的課題は，「正確に，表現豊かに簡単な歌を歌わ
せること」であった。そこで課業において，子どもの
一定の歌唱能力を育てることが前提となった。もちろ
ん，歌唱能力を育てることそのものが目的ではなく，
その能力を使って「正確に表現豊かに歌うよう育てる
こと」が目的なのである。では，どのように歌唱した
ときに，「正確に表現豊かに歌う」と判断されるのだ
ろう。例えば，子守歌の歌唱では，「子どもを眠らせ
る際に注意深く愛でる様子を表現し，実際にその歌で
子どもが落ち着き，眠りに誘われる」ように歌われな
ければならない。つまり，子守歌は静かで美しい響き
の歌声によって歌われ，そしてだんだん消えて終わる
ように歌われなければならない。一方で行進の歌は，

「人生の喜びと前に突き進むことを表現した，活発に
歌われるべき歌」である。その際，はっきりとした発音，
正確な歌のリズムの遵守，適度に速い速度で歌われる
ことが要求される。つまり，その歌曲の性質や用途を
知り，速度，音量，声音，リズムによって，ふさわし
い表現をすることが求められる。そのためには，様々
な曲を知り，曲のイメージと表現技法の組み合わせを
学ぶことによって，子どもは「正確に表現豊かに歌う」
ことが可能となると考えられる。
　また子どもの全面的な教育としての音楽教育にお
いて，歌唱活動は「a) 音楽の実践を通して現実世界
と出会うこと，b) 歌唱教育がその機会を生み出すこ
と」11の２点の課題に適合していると述べられている。
　前述したように，歌唱を通して歌曲に描写されてい
る内容を表現しようとする際，そこで描かれている現
実を理解しイメージして歌に表現する，つまり現実世
界と出会うこととなる。そして，様々な現実世界と出
会う機会，表現技法を学ぶ機会，自分の思い描いたイ
メージを表現する機会を得るのである。
　音楽能力を向上させ正確に表現豊かに歌うため，そ
して全面的に人格を発達させるための音楽指導の課題
として，以下の８点が挙げられている。
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a) 幼稚園での歌曲は，常に子どもの体験する現実
とメロディーグループを基盤に選択する。

b) すべての歌の習得は，子どもの現実体験が出発
点になっている。

c) 幼稚園教師は子どもが歌を習う前に，自身が正
確に言葉と音楽をマスターしなければならな
い。つまり，丁寧に準備しなければならない。

d) 保育者の範唱を聴いて子どもは復唱するように
指導される。それは，新たな歌の習得と習得し
た曲を保持することへの基盤となる。

e) 歌の習得過程において，活動方法や指導方法は
常に同じパターンにならないようにする。子ど
もの現実習得において多様にアプローチしてい
くことがふさわしい。

f) 歌唱活動は子どもにとって慣れ親しんだもので
あるべきである。たくさん歌唱することで，歌
唱に対する心構えが養われる。また，歌唱表現
を自発的に試みようとする意欲が芽生える。子
どもが意識的に音楽活動を取り入れようとする
と，自然と経験内容が豊富になっていく。

g) 歌唱は心を開く！　歌唱と演奏は喜びの体験で
ある。子どもの歌唱の喜びは，楽しさや関心の
あること，そして集団意識を反映している。そ
して，それらは同時に，保育者の歌への喜びや
心構えの反映でもある。

h) 歌唱の喜びを基軸とした歌曲の習得でなければ
ならない。音楽の雰囲気が侵害されない，芸術
的で教育的な音楽活動でなければならない。12

　表２は，メロディーグループの分類内容である。メ
ロディーグループは，旋律の構造，拍とリズム，形式
の観点から難易度別にグループ１～６に分類されてい
る。歌曲の選択において，子どもの歌唱能力の発達も
考慮され，年齢が増すごとに段々複雑な歌が歌えるよ
うに計画されている。
　子どもの歌唱活動は，常に他の音楽活動と関連して
行われるものである。音楽に合わせて動くことや伴奏
などで楽器演奏を取り入れることは，歌唱の際の緊張
した状態を解きほぐす効果がある。また，音楽聴取と
意識的に関連させて練習することで，歌の習得を早め
る。音楽活動として音楽聴取や歌唱を意識的にするこ
とは，文化的な習慣の教育において大きな意義がある。
そして，両方の課題は個別に成立するものではなく，
統合して教育される。特に就学前の年齢の歌唱教育で
は，体験を伴った歌の導入と結びつけられることが大
切である。他方でまた，型にはまった活動をするので
はなく，子どもの遊びに適合されることが必要不可欠
である。新しく歌う歌が彼らの世界に結びつき，彼ら
の考えや感情，想像に訴えたとき，子どもは歌おうと
いう気をおこす。そのため，幼稚園教師は多様な歌の
習得方法を学び，子どもへ伝えることが望まれる。

４－２．音楽に合わせたリズム運動とダンス
　音楽に合わせたリズム運動とダンスの音楽活動で
は，子どもは音楽の動きの経過を意識的に判断するこ
とをまず学ぶべきであると考えられていた。「まず初
めに，メロディーと和声，拍節的な動きのパターンと

表２　メロディーグループの分類内容

1 Ringel-Reihe-Melodik 2 4 8
8

2 2 16

3 6 8 16

4 6 3 6/8
4 8

3 4 8

5 1 4
4 8

2
6 4 6 1 5

*Musik im Kindergarten S.27-64
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リズム的な動きのパターンのつながりを理解すること
を学び，実践的に利用できるようにする」ことが音楽
に合わせたリズム運動とダンスの教育目標である。も
ちろん，就学前教育では，子どもの身体能力や理解能
力に合わせて，いくつかの基本的な動きのパターンの
みに従事し，具象的表現については，まだ考慮しない
ものとされていた。「後に続く学校教育において，音
楽関連の記録がなされるのだが，それはこれらの動き
の基礎パターンに基づいている。そのことを踏まえ
て，幼稚園教師は指導するべきである」13と述べられ
ている。就学前の歌曲を用いた様々な活動は，第一学
年での音楽の授業へ大きな意味を与える。より良く歌
を知り，可能な限り動きのパターンを使いこなすこと
によって，低学年の子どもにとって音楽授業を易しく
感じさせるのである。
　音楽に合わせたリズム運動とダンスの活動は，音楽
教育と全面的な人間教育の両教育の基礎となるもので
ある。全身を使った動きの表現は，直接的で，繊細ま
たは粗い感情の現れに反映しているという。音楽に合
わせたリズム運動とダンスによって，音楽的な経験が
より活発で進化したものになる。そして，そこで得ら
れた整然たる体の動きは，「音楽教育の前提となるこ
と，音楽的な関連を意識的に構成すること，そして音
楽を概念化し，意識的に理解させることに役立てられ
る」14と捉えられた。
　また，すべての子どもが動きと音において純粋な喜
びを持ち合わせていると捉えられていたので，その特
性を生かし，それぞれ固有の喜びを音楽に合わせて動
くことへの喜びへと発展させることが幼稚園教師には
求められた。子どもの年齢に適合した音楽を選び，リ
ズムや速度など音楽を特徴づける要素に合った動きの
パターンを用いながら，子どもが音楽的な動きに対す
る喜びを保持するように努めるのである。そして，実
行される動きを自覚し，意思を正確に表現することに
よって，幼児期の全面的発達を目標とする教育が達成
されるのである。具体的には，歌を歌いながら，もし
くは楽器伴奏を聴きながら拍節的でリズム的な音楽的
な動きの経過が表現できるようにする。そして，それ
らが可能となったら，「規則的な拍節と強弱拍」，「ど
のように音楽が動くか（リズム）」，「より速く，よりゆっ
たりと（速度）」，「より強く，より弱く（強弱）」等の
音楽の概念と動きを関連させられるように指導されな
ければいけないことが示されている。

４－３．楽器演奏
　就学前の子どもはリズム的な表現を自由にすること
を好むものであり，母親の腕の中にいるような乳幼児

から音楽の喜びを腕の動きを使ってリズミカルに表
現する。また，「就学前の子どもを観察すると，足を
リズミカルに椅子の足や壁にぶつけたり，２本の棒を
手にして，メロディーを途切れなく歌いながら部屋の
中や庭で太鼓を叩きながら行進したりする」15といっ
た行動が確認されている。このような子どもの音楽を
伴った自然な遊びから，幼稚園教師は指導についての
示唆が得られると述べられている。第一に「子どもの
音楽活動において，歌と楽器演奏と体の動きは切り離
すことができない」ということ，第二に「すべての子
どもがリズム的な音楽表現において，特に喜びを抱い
ていること」である16。つまり，就学前の子どもにとっ
て，打楽器などの簡単に演奏することができるリズム
楽器を歌唱の際に演奏することは，音楽活動の中でも
特に楽しい活動となりえるといえる。
　打楽器演奏は歌唱活動とは異なり，音の高さを理解
して再現することが求められず，歌が苦手な子どもに
とっても楽しみやすい。ほぼすべての子どもが積極的
に参加しやすいと感じられる音楽活動である。そして，
就学前の子どもが打楽器の演奏をすることは，全面的
人間教育への課題に特に適合すると考えられている。
楽器演奏をする際，最初にすべての子どもに出来るだ
け大きな音量で演奏させることを勧めている。なぜな
ら，無配慮な強さで楽器を演奏することは，他人の歌
声や楽器の音が聴こえづらくなるということを体感さ
せるためである。集団で生活するということへの基礎
作りをすることも，社会主義国家の幼児教育にとって
非常に大切な課題の１つであった。交代で楽器を演奏
し，または合奏することで，「相互に配慮すること」を
学び，「協調性や友情をはぐくむ」ことができる。また，
演奏者の一員となって音楽に参加することから，「社
会の一員」としての意識がしやすくなると考えられた。

４－４．音楽聴取
　音楽の聴取からその音楽が持つ印象や要素を感じ取
ることは，すべての音楽活動において必要不可欠なこ
とである。音楽の聴取から印象や要素を感じ取るため
の第一段階として，子どもたちが持続的に幼稚園教師
による範奏などを注意深く聴けるよう，音楽を傾聴で
きるという習慣を身につけさせるなどの指導をしてい
くことが課題となる。傾聴することを体験すると，後
に傾聴したいという要求へ変化するといわれている。
その状態に導くことが，幼稚園での音楽聴取の目標と
なる。そして，音や音楽を能動的に傾聴することによっ
て，音楽の聴取から繊細に印象を受け取ることができ
るように方向づけられるのである。また，子どもが楽
曲や歌曲を聴いた後，自分の気分について分析するよ
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う指導することは大切であると考えられている。印象
と感情は密接につながっているからである。音楽の印
象を受け取り，それを言葉や音楽で表現するにあたっ
ては，音楽を分析する知識や思考力も連動させていく
こととなる。そのため，幼稚園教師は子どもが印象を
受け取りやすい，子どもの実体験に結びつけやすい音
楽を選択していくことが求められるのである。もし，
変化に富んだ音楽の内容を子どもに追体験させたいと
考えるのであれば，音楽を意識的に聴く機会を豊富に
与え，多様な音楽で構成された音楽活動を豊富に行う
ことが必要となってくる。
　従って，幼稚園教師は以下４点に配慮して子どもの
音楽聴取教育を行わなければいけないと述べられてい
る。

①傾聴する習慣をつけ，音楽から受ける印象を深化
し感情を豊かにさせる。

②楽曲について理解し表現したいという願望を呼び
起こさせる。

③音楽の性質と注意すべき特性を感じ，判断する能
力を育てる。

④子どもの音楽に関連する語彙を広げ，言葉で音楽
について表現が出来るようにする。17

５．幼児音楽教育観と音楽活動におけ
る指導課題

　旧東ドイツにおいては，幼児が音楽活動を行うこと
によって「音楽の能力と技能を向上させ，生活の中の
美や芸術作品の美を認識し，感情が豊かになる」18と
捉えられている。子どもの人間形成において，特に音
楽は美的な知覚の発達に作用すると考えられ，音楽活
動を通して美的体験，喜びや思いやりの感情を生じさ
せるとされた。また，社会主義的社会において，「全
面的な人格が形成される」，「生活を音楽によって潤わ
せ，豊かにすることができる」，「社会主義的社会にふ
さわしい人格について芸術作品から体験できる」，「自
己存在意義を見いだせる」といった観点から，音楽の
ような美的教育を受けることに意義が見いだされてい
た。そのため，幼稚園の生活において，音楽をふんだ
んに取り入れ，子どもが美的な体験ができるように課
業や遊びを構成することが課題となっていた。また，
幼稚園は統一社会主義教育システム法において，義務
教育下の教育施設としての機能が求められ，後の学校
教育で学ぶための土台を身につける場として捉えられ
ていた。つまり子どもの発達を考慮に入れながら，一
般陶冶総合技術学校19における低学年の音楽教育内容

を到達点として，その活動内容が計画されていたと推
測される。それらを念頭に，幼稚園教師はそれぞれの
音楽活動において，指導課題に取り組まなければいけ
なかった。
　まず，どの音楽活動もそれぞれ単独で行われるので
はなく，それぞれの活動を関連させながら歌唱を中心
に包括的な音楽活動が行われることが音楽活動全体の
指導課題として挙げられるだろう。子どもにとって，
歌は現実世界や文化を身近に体験しやすい教材であ
る。また，自身の声なのでいつでもどこでも演奏する
ことができるという特性上，歌唱は特に他の音楽活動
と組み合わせやすい活動であるといえる。そして，そ
れぞれの音楽活動を組み合わせると，それぞれの音楽
活動の特性によって子どもの音楽への理解が深まり，
豊かな表現へと発展していくのである。また，単調な
活動でないことから，子どもの興味を持続させること
への対策としても有効であるだろう。
　幼稚園で行われる音楽教育，及び音楽活動は，学校
で行われるような教育方法ではなく，子どもの年齢に
適合した指導方法であることが挙げられる。そして子
どもたちが，将来能動的に音楽活動を行えるようにす
るため，基礎的な音楽能力を身につけさせることも求
められる。幼稚園のための陶冶と訓育プランでも言及
されているように，幼稚園での課業は遊びを通して行
われなければいけない。そのため，幼稚園教師は，子
どもの特性を考慮しながら楽しく遊ぶ中で，子どもに
音楽の基礎的な能力が身につけられるよう，また子ど
もの模範となれる演奏ができるよう，自身の演奏技術
を磨き，綿密に活動計画をたて，自身もその活動に熱
中できるよう準備しなければならなかった。

６．おわりに

　旧東ドイツにおいて音楽や音楽教育がどのように捉
えられていたのか，「幼稚園のための陶冶と訓育プラ
ン」の音楽領域の内容を検討した結果，音楽につい
て，「集団での音楽活動が，子どものグループ内での
雰囲気を和やかにし」，人とのきずなを深め，子ども
を「望ましい性格へ促進する」ものとしていた。「音
楽に対する喜びや興味を活発な活動を通して高めるこ
と」，「子どもの創造的な自発性，自立，積極性を促進
させること」が，音楽教育に対して求められていたこ
とが確認された。指導書『幼稚園の音楽』では，音楽
活動は，「美を認識し，感情が豊かになるもの」，「美
的な知覚の発達に作用」し，「喜びや思いやりの感情
を生じさせるもの」であると述べられている。また音
楽教育によって，「音楽の能力と技能」が向上し，「全
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面的な人格」，「社会主義的社会にふさわしい人格」が
形成されると考えられていた。これらのことを総括す
ると，旧東ドイツにおいて音楽は，人間の美的感覚を
養い，人格や感情に作用していくものであると捉えら
れていたといえる。そして，音楽教育によって，子ど
もの音楽技能が向上されるだけではなく，創造性を育
てながら，社会主義的な人格形成や集団社会における
協調性が促進されることが期待されていた。
　各音楽活動での指導上の課題をまとめると，①それ
ぞれ単独で行われるのではなく，歌唱活動を中心とし，
それぞれの活動を関連させながら包括的な音楽活動が
行なわれること，②学校で行われる教育方法ではなく，
子どもの年齢に適合した指導方法であること，③子ど
もたちが将来能動的に音楽活動を行えるようにするた
め，基礎的な音楽能力が身につくようにすること，が
挙げられる。そして，それらの課題をこなすため，幼
稚園教師は子どもの模範となれる演奏ができるよう自
身の演奏技術を磨くことが求められた。子どもたちに
とって身近な幼稚園教師の演奏は，子どもたちの音
楽に対する喜びや音楽活動に対するモチベーションを
高め，大きな影響を与えると考えられていたからであ
る。また音楽教材を発達段階や社会主義的視点から分
析し，子どもにふさわしい歌曲や楽曲を提供すること
も幼稚園教師の重要な任務であった。そして，常に同
じ方法で音楽活動を行うのではなく，多様な視点から
アプローチした音楽活動へ導くことで，子どもが音楽
活動に熱中するように方向づけることや，学校教育へ
とつながる音楽の基礎能力が身につくように，子ども
の発達を考慮しながら綿密な指導計画が立てられるこ
とが幼稚園教師に求められていたことが分かった。
　今回の研究では，国が求める幼児音楽教育の課題に
対する実践内容と方法について，幼児教育・幼児音楽
教育の専門家からの助言を通してその一端が明らかと
なったが，実際どのような幼児音楽教育が行われたか
はまだ明らかとなっていない。今後は，幼稚園教師の
音楽活動実践についての手記などから，実際どのよう
な音楽教育が行われ，課題に対処していったかを研究
したいと考える。
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